













































































































































































































































Tu　ne　veux　pas　aller　au　cin6ma？ 8．7 5．8 5．3
Qu’est－ce　que　tu　prends　pour　le　petit　d｛勾euner？ 10．6 4．7 6．0
Moi，　je　suis　rest6e　a　Paris． 7．8 4」 5．0
Je　sais　que　tu　dois　travailier　dur． 9．1 5．7 5．0
Allez，　n’y　pensθplus． 6．9 1．1 2．2
表1：文末母音の長さ（％）と、文末以外の母音の長さ（％）の差
　フランス人と日本人学習者の差が特に大きいのは、Qu’est－ce　que　tu　prends　pour　le
petit　d6jeuner？とAllez，　n’y　pense　plus．の2文である。表1を見ると、　Qu’est－ce　que＿の
文に関しては、母語話者が文末の母音を特に長く発音したことが、両者の差が大きくな
った原因だと思われる。一方、Allez，　n’y　pense　plus．の文に関しては、日本人学習者が
文末の母音を特に短く発音したことが、両者の差が大である原因に思える。今回の実験
では扱った文の数が少ないので、どのような場合に母語話者が文末の母音を特に長く発
音するのか、またはどのような場合に日本人学習者が文末の母音を特に短く発音してし
まうのかを分析することができないので、今後は文の数を増やして実験を続ける必要が
ある。
5．母音と子音が作り出す文中のリズム
5．1．計測対象となった単音
　インフォーマント35人（母語話者5人・上級学習者14人・中級学習者16人）について、
表2に示す単音（分離不可能な場合はクラスター）の長さが計測された。］e）
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母音（または母音クラ
@　　スター）
子音
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表2：計測対象となった単音
　Moi，　je　suis　rest6e　a　Paris．に関しては、　Moiの［w］と［a】を切り離すのが難しかったため、
［wa］をクラスターとして計測した。［wlは半母音だが、［wa］というクラスターの長さは
母音の長さとみなした。rest6e　aの［e1と［a］を切り離すのが困難な場合は、［ea］のクラス
ターとして計測した。
　Tu　ne　veux　pas　aller　au　cin6ma？に関しては、文が破裂音［t］で始まっているため、文
頭の［t］の閉鎖開始部分を見極めることができない。従って文頭の［tlは、計測対象からは
ずした。pas　allerでリエゾンの［zユが生じた場合、［z］の長さは子音の長さに含めた。　pas
allerを［pa：leユと発音した場合は、［a：】は母音クラスターとして計測した。　aller　auの［eJと
［o］が分離できない場合は、［eo］を母音クラスターとして計測した。
　Qu’est－ce　que　tU　prends　pour　le　petit　d6jeuner？は、文が破裂音［klで始まっているため、
文頭の［k］の閉鎖開始部分を見極めることができない。従って文頭の［k］は、計測対象か
らはずした。
Je　sais　que　tu　dois　travailler　dur．の文頭が摩擦音［3］に発音された場合は計測対象とし
たが、破擦音［d3］に発音された場合は閉鎖開始部分が見極められないため、計測対象か
らはずした。doisの［wlと［a】を切り離すのが難しかったため、［wa］をクラスターとして
計測した。travaillerの［a］，　li］，［e］が分離不能な場合、団は半母音ではあるが、［aje］全体
を母音クラスターとして計測した。
5．2．母音の割合と子音の標準偏差の算出
　単音の計測値を用いて、まず母音が文全体に占める割合を、次のように算出した。
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　　（1）各発話の文全体の長さを求める。m
　　（2）その文に含まれる母音の長さの合計を求める。’2）
　　（3）（2）の値を（1）の値で割り、母音が文に占めるパーセンテージを求める。
　（1）～（3）をすべての発話に関して行い、母語話者・上級学習者・中級学習者につ
いての平均を算出した結果が、表3の56．2％，55．6％，589％である。
　次に、各インフォーマントについて、その子音の長さの標準偏差を求めた。その標準
偏差を母語話者・上級学習者・中級学習者ごとにまとめ、それぞれのグループの平均値
を計算した結果が、表3の0．0，0．0，0．1である。
母音が文に占
ﾟる96
子音の標準偏
ｷ
フランス人平均 56．2 0．0
上級平均 55．6 α0
中級平均 58．9 0．堰
表3：母音が文に占める割合と、子音の標準偏差
5．3．考察
　表3の数値を用いて、Ramuz（2002）と同じグラフを作成すると、グラフ7になる。
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グラフ7：母音が文に占める割合と、子音の標準偏差
（菱形は母語話者の平均、丸は上級学習者の平均、三角は中級学習者の平均を表す。）
　グラフ7を見ると、子音の長さの標準偏差に関しては、母語話者・上級学習者・中級
学習者の3グループ間に差は無いようである。つまり、子音の長短の変化に関しては、
日本人学習者も母語話者も同じ程度の変化を持たせている可能性が強い。
　母音が文全体に占める割合に関しては、母語話者（56．2％）と上級学習者（55．6％）
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に対し、中級学習者（58．9％）の方が平均値が多少大きい。言い換えると、中級学習者
が母語話者・上級学習者に近づくためには、もう少し母音を短く発音する必要があると
いうことだ。もし中級学習者のフランス語が日本語に影響されているとすると、日本語
と比較したフランス語らしさは、その母音の短さ（ただし文末を除く）にあるという可
能性が示されたと言える。
6．結論
　フランス語母語話者・日本人上級学習者・日本人中級学習者の3グループに対し、（1）
フランス語の文末アクセントと、（2）文中の母音・子音が作り出すリズム、以上の2点
に関する実験を行った。
　（1）フランス語の文末アクセントについては、3グループとも文末の母音を長く発音
していた。ただし、日本人の上級・中級学習者の長さは、母語話者ほど長くなかった。
このことから、フランス語らしい文末のアクセントは、文末の母音を長く伸ばすことが
その特徴のひとつであると言える。
　（2）文中の母音・子音が作り出すリズムに関しては、中級学習者の母音平均値が、母
語話者・上級学習者の母音平均値に比べて長いという結果が出た。このことから、フラ
ンス語らしいリズムを決める要因のひとつとして、母音の短さがあげられるのではない
かという可能性が示唆された。
7．フランス語教育への応用
　今回の実験結果は、フランス語教育の授業に、次のような形で応用できる。まず、文
末に関しては、文末の母音を伸ばすように指導する。文中に関しては、母音を短くする
ように指導するのだが、「母音を短く発音しなさい」という指示は実行が難しい。そこ
で、子音を長くすれば、相対的に母音が短くなるという点を考慮して、「子音をはっき
りと発音しなさい」という指示を出せばよいのではないだろうか。「はっきり発音」し
ようとすると、自然に声は強く・高く・長くなる。従って子音が長くなり、相対的に母
音が短くなることが可能であると考える。
注
1）鹿島（2006），pp．90－2，　pp．101－4．
2）　Ramuz　et　al．（1999），Ramuz（2002）．
3）ただし、母音も子音もクラスターの状態での計測であった。たとえば、”＿next　Tuesday　on　，．．”とい
　う部分に関しては、【nj［ε1［kstjl［u］　［zd］　［eio］　［n］という母音クラスターと子音クラスターに分けら
　れ、それぞれのクラスターの長さが計測されたのである。
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4）日本語で使われる開音節はCVまたはV単独。閉音節CVCまたはVCは、特殊音素の場合のみ現れる。
　　従って子音の連続は、特殊音素の場合を除いて、基本的には起こらない。
5）もちろん、すべての録音が単音に区切れたわけではない。たとえば2つの母音が連続している場合
　　は、フォルマントが連続して変化しており、その境目を見つけることができなかった。そのような
　場合は、2つの母音のクラスターの長さを計測した。
6）実験文の出典は、フランス語の教科書である『新・東京一パリ、初飛行』．
7）Paul　Boersma　and　David　Weeninkにより開発された音声分析のためのソフト。http：〃www．fon．
　humuva．nL！praat／
8）サウンドスペクトログラムを目視で単音に区切る場合、計測者によって個人差が出る。従って複数
　　の計測者による目視は統一性が無くなり、好ましくない。この観点から、すべてのスペクトログラ
　　ムを1人の計測者が単音に区切った。
9）「」内はディコ仏和辞典から引用，p．1682。
10）計測者が聞いてそこに明らかにポーズがあると判断した場合は、そのポーズ部分は文の長さから除
　　外した。また、そのポーズの直後に破裂音がある場合は、閉鎖の開始部分をスペクトログラムから
　　判定することが不可能なため、その破裂音は計測対象とせず、文全体の長さからも除外した。［91が
　　発音された場合は、母音として計測した。
ll）前の章で述べたように、フランス語の文末アクセントの影響を避けるため、文末音節（子音と母音）
　　の長さは、ここでの文全体の長さには含まれない。
12）フランス語の文末アクセントの影響を避けるため、文末の母音は、ここでの合計には含まれない。
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